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第1章第2節 指導者

1. 英語教育に関わっている人
ほとんどの学校で、「外国語指導助手（ALT、AETなど）」と「学級担任」が授業に
関わっている。中心となって教えているのは「外国語指導助手」である場合が多
いが、英語教育の年間時数によって異なる。

小学校の中で英語教育を行っている人について複数回答で答えてもらったところ、「外国語指導

助手（ALT、AETなど）」92.3％、「学級担任」86.8％という回答が多く、ほとんどの小学校でこの二

者が英語教育を担っていることがわかった。実際にはこの二者によるティーム・ティーチングが行

われていることがうかがえる。

また、割合としては少ないものの、ALT以外にも多様な外部人材が小学校に入り、英語教育を

支えていることもうかがえる。英語教育について、現在の小学校教員は指導法などの教育を受けて

おらず、その点を外部人材で補っていると思われる。「総合的な学習の時間」の一環としての位置づ

けからも、他の教科学習とは異なり小学校教員以外の地域人材の活用が行われているのだろう（図
1-2-1）。

貴校では、どなたが英語教育を行っていますか。

図1-2-1 英語教育に関わっている人
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＊複数回答。
＊英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。
＊ ALT = Assistant Language Teacher（外国語指導助手）、AET = Assistant English Teacher（英語指導助手）
＊ JTE = Japanese Teacher of English（日本人英語教師）
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また、小学校の英語教育で中心となっている指導者について、図1-2-1の項目から、1つだけ選択

してもらったところ、「外国語指導助手」が60.1％と過半数を占め、「学級担任」は28.2％と前者の半

分にも満たない割合だった（図1-2-2）。
一方、図1-2-3では、高学年の年間時数別に中心となる指導者についてみてみた。年間15時間未

満（月1回程度）の学校では、中心となる指導者は「外国語指導助手」である場合が多いが、年間35時

間以上（週1回程度）など一定時間以上の時数を実施している学校では、「学級担任」が中心となって

いる場合が多い。

全体では、中心となって教えているのはALTである場合が多いようだが、小学校における英語教

育の経験、専門性はさまざまのようであり、その点では学級担任が果たす役割は非常に重要であると

思われる。ただ、学級担任が指導計画や指導案・教材作成など、英語教育に主体的に取り組みながら

ALTと協力して授業づくりを行っている学校もあれば、すべてをALTなどの外部人材に任せてしま

っている学校もあるようである。「全人教育」と言われる小学校教育の中では、英語教育において学

級担任の果たすべき役割について今一度検討すべきではないだろうか。

実際の授業で中心となって指導を行っているのはどなたですか。

図1-2-2 中心となる指導者
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＊一つ選択。
＊英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。
＊「無答不明」は図から省略した。

それ以外 外国語指導助手（ALT、AETなど） 学級担任 
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＊「それ以外」には、「日本人英語教師（JTEなど）」「日本人ボランティア（保護者や地域人材など）」「英語を専門に教える
小学校教員」「外国人ボランティア（保護者や地域人材など）」「中学校や高校の英語教員」「その他」が含まれる。

図1-2-3 中心となる指導者（高学年の年間時数別）
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ALTの来校頻度をたずねたところ、「月1回程度」が22.1％ともっとも多く、ほぼ同じ割合で「月2、

3回程度」が20.8％であった。これに「2、3か月に1回程度」が17.9％で続く。現在、小学校高学年に

おける週1回での英語必修化が議論されているが、ALTが「週1回以上」もしくは「週1回程度」来校し

ている、つまり必修化に近い状態の学校は23.9％と、全体の四分の一にも満たないのが現状である

（図1-2-5）。
ALTと学級担任とのティーム・ティーチングという多くの学校が取り入れている現在の英語教育

方法を、必修化後も継続しようとする場合、ALTを大幅に増員しなければならないのは今回の調

査結果からも明らかである。しかし、これは予算などさまざまな点でかなり困難であると考えら

れ、その場合は現在も一部の小学校で行われているように学級担任が中心となって英語教育を行う

ことになる可能性もある。ALT中心で英語教育を行っている学校が過半数を占める現状から、学

級担任中心に移行するならば、教員研修など諸々の条件整備が急務になると思われる。

2. コーディネーター
英語教育に関する推進、調整役であるコーディネーターは、「一般教員」に
任せている学校がもっとも多い。

小学校での英語教育には、ALTをはじめとしてさまざまな外部人材が関わっているが、外部人

材が学校に入るということは、学校の中と外との間でのさまざまな連絡・調整が必要になることを

意味する。そこで重要になるのが、「コーディネーター」という役割である。

図1-2-4をみてみると、コーディネーターを担っているのは「一般教員」が52.9％と約半数、これ
に「教務主任」31.7％、「教頭・副校長」10.2％が続く。「校長」が自ら担当している学校もわずかながら

みられた。「一般教員」には、英語専任、もしくは英語担当として学級担任から外れている教員が含

まれていることも考えられるが、多くの場合は学級担任であると思われ、担当する教員の負担が大

きいと推察される。

学校の中と外との連絡・調整は、単なる日程調整などにとどまらず、外部人材が小学校という独

特の「学校文化」を理解し、スムーズに教育活動に参画してもらうためのさまざまな対応や、学校と

しての教育目標やカリキュラムと英語教育の内容とのすり合わせなど多岐にわたる。英語教育の年

間時数によってもその負担感は大きく異なると思われるが、今後、小学校英語が必修化されれば、

コーディネーターの役割は現状よりもさらに大きくなることが予想される。

英語教育に関して、行政や外部協力者との調整、校内の実施体制の整備などのコーディネーター
的な役割を果たしているのはどなたですか。

図1-2-4 コーディネーターという役割

52.9 31.7 10.2

校長 
とくに決まっていない 教頭・副校長 教務主任 一般教員 

（％） 

無答不明 
1.9

2.31.0

3. ALTの来校頻度
「外国語指導助手（ALT、AETなど）」の来校頻度は「月1回程度」がもっとも多い。
また、英語教育の年間時数が多いほど、来校頻度も多い傾向がある。

貴校には、どのくらいの頻度でALTが来校していますか。

図1-2-5 ALTの来校頻度
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＊英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。

＊英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。
＊「無答不明」は図から省略した。
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この項目では、ALTについて、指導力、教員とのコミュニケーション、研修などの複数の項目

に対してその評価を4段階の尺度でたずねている。

結果として、ほとんどの項目でALTに対しては肯定的（「とてもそう」＋「まあそう」）に評価されて

いる。とくに、「ALTは十分な指導力がある」や「ALTによる英語教育はうまくいっている」では、8

割以上が肯定的な回答となっている。

一方で、「ALTの来校頻度は十分である」という項目に対しては、肯定的な回答と否定的な回答

とが拮抗しており、また1割強が強く否定していることからも、来校頻度が不十分と感じている教

員が多いことがわかる（図1-2-7）。この点については、次頁でさらに詳しく結果をみてみたい。

ALTの来校頻度を、高学年における英語教育の年間時数別に詳しくみてみた。

年間で「35時間以上」、つまり週1時間以上の英語教育をすでに行っている学校におけるALTの来

校頻度は、「週1回以上」がもっとも多く33.8％、次いで「週1回程度」の24.2％となっている。つまり、

概ね週1回以上英語教育を行っている学校の半数以上では、ALTも概ね週1回以上は来校しており、

学級担任とのティーム・ティーチングが可能であることがわかる。しかし、このように恵まれた状

況で英語教育を行っている小学校は、全体からみるとまだごく少数である。

さらに、「25～35時間未満」（月数回から週1回程度）の年間時数の学校をみてみると、ALTの来校

頻度でもっとも多いのは「月2、3回程度」、「5～15時間未満」（年数回から月1、2回程度）の学校で

は「月1回程度」、「0～5時間未満」の学校では「2、3ヶ月に1回程度」となっている（図1-2-6）。こ
のように、小学校における英語教育の年間時数とALTの来校頻度とは比例しているようだ。言い

換えれば、年間時数もALTの来校頻度に左右されるなど、現在の小学校での英語教育は、ALTに

大きく依存していることが推察される。

図1-2-6 ALTの来校頻度（高学年の年間時数別）
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4. ALTについて
ALTに対する評価は、概ね肯定的である。しかし、ALTの来校頻度については、
英語教育の年間時数により評価が異なる。

ALTについて、次のようなことはどのくらいあてはまりますか。

図1-2-7 ALTについて
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＊英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。
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「ALTの来校頻度は十分か」という質問項目について、高学年における英語教育の年間時数別に

みたのが図1-2-8である。英語教育を年間「35時間以上」行っている学校では肯定的な回答が約7割
であるが、「0～5時間未満」の場合は、逆に否定的な回答が7割を超えている。このように、英語

教育の年間時数が少ない学校ほどALTの来校頻度を不十分と感じている割合が高い。ALTの来校

頻度を増やして、英語教育の時数も増やしたいという意向があるものと推測される。

ちなみに、英語教育の中心となるALTについては、国が行っているJET（The Japan Exchange

and Teaching）プログラムからの派遣、各地方自治体の独自採用、ALT派遣を行う民間企業・団体

などからの派遣などさまざまである（JETプログラムのALTではない場合はAETと呼んでいる場合

もある）。ALTは、その地域の小学校のみならず、中学校・高等学校にも巡回している場合が多い。

前述したように、英語教育の年間時数はALTの来校頻度によって規定される場合も多いと思われ

るが、小学校で英語教育の時数を増やそうとしても、ALTの来校頻度を増やすことは簡単ではな

いようである。

図1-2-8 ALTの来校頻度は十分か（高学年の年間時数別）
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